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1. はじめに 

2022 年 11 月 30 日，OpenAI 社によって開発さ

れた AI プラットフォーム「ChatGPT」が公開さ

れ，その後の数ヶ月間で多くの分野において広

範囲にわたる応用が見られた．その後 2023 年 11

月 7 日，OpenAI DevDay にて，ChatGPT の進化し

た機能「GPTs」が発表された．この新機能によ

り，個々の用途に応じてカスタマイズされた

ChatGPTモデルの開発が可能になった． 

また、世界全体の生成 AI の市場規模は 2022

年～2030 年の期間で CAGR（年平均成長率）が

35.6%と予測されており[1]，今後もより幅広く

活用されると考えられる．一方で生成 AI は生成

される結果の不確実性が極めて高く正しさが保

証されていないという問題が存在する [2-3]．こ

れにより生成する条件を変化させると生成結果

も変化したり誤ることがある． 

本研究ではこの GPTs 機能を用いて医療分野に

おける疑似症例の作成ツールを開発する．

ChatGPT の生成結果を比較し疑似症例の有効性に

ついて検証する． 

 

2. 方法 

本研究では医療分野における疑似症例の生成

を従来の ChatGPT モデルである GPT-4 を使用し

た方法と，新たに導入された機能 GPTs を活用し

た 2 つの方法を提案し生成された疑似症例を比

較する．それぞれの ChatGPT モデルに対して，

「インフルエンザの疑似症例を日本語で生成す

る」という指示を異なるチャットにて 10 回実施

し，この結果の差異を検証する． 

以下に今回の研究にて使用した GPTs の作成方

法について記載する．「Create a GPT」の GPT 

Builder チャットを用いて，疑似症例生成に特化

させるようプロンプトを与える(図 1)．最初の

入力にて「この GPTs は指定された病気について

疑似症例を作成することに特化させる．また全

て日本語で会話する」と指示し，その後専門的

な用語も使用するように設定した．開発した生

成 AIモデルを図 2に示す． 

 
図 1：GPTs 作成画面 

 

 
図 2：MediCase Creatorの初期画面 

 

3. 結果 

GPTs を用いた手法の疑似症例生成結果を図 3

に示す．次に GPT-4 を用いた手法に同じプロン

プトを与えた生成結果を示す(図 4，5)．GPT-4

を用いた手法では疑似症例の文章を生成する場

合(図 4)と画像が生成される場合図 5があった．

それぞれの手法の生成回数を図 6に示す．GPT-4

を用いた手法では文章と画像がそれぞれ 5 回生

成されているのに対し，GPTs を利用した手法で

は 10 回全てにおいて疑似症例の文章を生成して

いることが確認された． 
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図 3：GPTsにて生成した疑似症例の例 

 

 
図 4：GPT-4により生成された疑似症例結果 1 

 

 
図 5：GPT-4により生成された疑似症例結果 2 

 
図 6：文章と画像の生成回数 

4. 考察 

GPT-4 で生成した場合は疑似症例ではなく，誤

って画像を生成することが確認された．このこ

とから，GPTs 活用することにより GPT-4 と比較

してより正確に命令を実行することが可能であ

ると考えられる．またこれは GPTs が作成される

段階での命令も含め判断し生成する内容を決定

しているためであると考えられる． 

 

5. まとめと今後の展望 

本研究では「GPTs」を用いて既存の ChatGPT

モデルである GPT-4 との比較検証を行った．今

後は生成された疑似症例の項目や症例全体の整

合性，医療研究において ChatGPT で生成した疑

似症例の利用可能性について検討していく． 
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